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二
〇
一
〇
年
一
月
一
四
〜
一
五
日
に
南

京
大
学
米
中
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー（
中
国
・

南
京
）
に
て
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
、
南
京
大
学
環
境
学
院
、

ウ
ッ
ド
ロ
ー
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
中
国

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
催
、
国
際
交
流
基

金
日
米
セ
ン
タ
ー
の
助
成
に
よ
り
、

“B
u
ild
in
g
 N
ew
 C
lean

 W
ater 

N
etw
orks in China: Challenges and 

O
pportunities for Protecting Lake 

Tai ”

（
中
国
に
お
け
る
新
た
な
ク
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築―

太
湖
の
環
境
保
全
に
向
け
た
課
題
と
チ
ャ

ン
ス
）
を
テ
ー
マ
に
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
た
。

　

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
二
〇
〇
八

年
度
と
二
〇
〇
九
年
度
に
実
施
し
た
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
と
南
京
大
学
に
よ
る
海
外

共
同
研
究
の
主
な
成
果
に
つ
い
て
現
地
へ

の
普
及
を
は
か
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ

の
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
中

国
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
協
力
を
得
て
、
同

流
域
の
水
環
境
保
全
を
め
ぐ
る
様
々
な
政

策
実
験
に
関
わ
る
研
究
・
政
策
・
実
務
担

当
者
と
の
情
報
交
換
や
人
的
交
流
を
進

め
、
同
流
域
の
水
環
境
問
題
解
決
の
た
め

の
新
た
な
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。
使
用
言
語
は
、
英
語
と
中
国
語

（
同
時
通
訳
）
で
行
わ
れ
た
。
二
日
間
に

わ
た
り
、
南
京
大
学
の
教
員
や
学
生
な
ど

を
あ
わ
せ
て
、
延
べ
四
〇
名
近
く
の
参
加

者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
六
日
は
南
京
大

学
環
境
学
院
環
境
管
理
・
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
と
無
錫
市
太
湖
弁
公
室
の
案
内
で
、

海
外
か
ら
の
参
加
者
の
一
部
が
無
錫
市
に

お
け
る
太
湖
の
水
環
境
状
況
と
環
境
保

全
・
再
生
の
取
り
組
み
状
況
に
関
す
る
視

察
を
行
っ
た
。

● 「
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
経
緯

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
、
中
国
に
お

け
る
持
続
可
能
な
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
向

け
た
政
策
提
言
を
目
指
し
て
、
二
〇
〇
四

年
度
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
中
国
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
国
際
共
同
研
究
を
行
っ

た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
は
ワ
シ
ン
ト

ン
を
本
拠
地
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
府
系

シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
り
、
中
国
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
代
表
：
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・

タ
ー
ナ
ー
博
士
）は
一
九
九
七
年
か
ら
、中

国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
た

情
報
共
有
、
政
策
対
話
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
な
ど
を
目
指
し
て
、
月
一
回
の
会

合
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、中
国
の
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す
る
国
際
共
同
研

究
を
精
力
的
に
実
施
し
て
い
る
。
二
〇
〇

四
年
度
の
成
果
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
か
らProm

oting Sustainable 
River Basin G

overnance: Crafting 
Japan-U

.S. W
ater Partnerships in 

China.

（Jennifer L. Turner and Kenji 
O
tsuka eds. ID

E Spot Survey N
o.28. 

ID
E-JETRO

, 2005

）
を
、
続
い
て
ウ
ィ

ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら “Reaching 

A
cross the W

ater: International 
Cooperation Prom

oting Sustainable 
River Basin Governance in China ”

（Turner and O
tsuka. W

ashington, 
D.C.: W

oodrow
 W
ilson International 

Center for Scholars, 2006

）
を
そ
れ

ぞ
れ
発
行
し
た
。
こ
の
国
際
共
同
研
究
の

成
果
を
基
礎
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
た
日
本
の
専
門
家
チ
ー
ム
が
中
心

と
な
っ
て
『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン

ド
』二
〇
〇
五
年
一
一
月
号
に
て
特
集「
中

国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
流
域
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
国
際
協
力
」
を
組
ん
だ
。
さ
ら
に
二

〇
〇
六
年
度
に
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

に
お
け
る
基
礎
研
究
事
業
を
実
施
し
、
そ

の
成
果
と
し
て
『
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス―

中
国
・
日
本
の
課
題
と
国
際
協
力
の
展
望
』

（
大
塚
編
、
ア
ジ
研
選
書
 No.
９
、
二
〇
〇

八
年
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
一
連
の
共
同

研
究
事
業
を
通
し
て
、
中
国
、
日
本
、
ア

太湖流域（衛星写真）
（2009年8月15日無錫市環境保護局にて筆者撮影）

大
塚
健
司

中
国
太
湖
流
域
の
環
境
再
生
を
め
ぐ
っ
て

｜
南
京
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
｜

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
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メ
リ
カ
に
お
い
て
水
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
制
度
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
積
み
重
ね
、「
流
域
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
と
い
う
新
た
な
分
析
枠
組
を
提

示
し
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
フ
ィ
ー
ル

ド
に
お
け
る
国
際
共
同
研
究
を
通
し
た
流

域
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
証
的
か
つ
実
践
的
な

政
策
研
究
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

●
環
境
再
生
が
求
め
ら
れ
る
太
湖
流
域

　

太
湖
は
、
中
国
の
三
大
淡
水
湖
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
そ
の
流
域
は
江
蘇
省
、
浙
江

省
お
よ
び
上
海
市
に
ま
た
が
る
長
江
デ
ル

タ
地
域
に
位
置
す
る
。
水
面
面
積
は
二
三

三
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積
は

三
万
六
八
九
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
太
湖
流
域
は
二
〇
〇
五
年
の
時
点
で

流
域
人
口
が
四
五
三
三
万
人
、
都
市
化
率

が
七
三
％
、
全
国
の
G
D
P
に
占
め
る
流

域
G
D
P
の
割
合
は
一
一
・
六
％
、
一
人

当
た
り
G
D
P
は
四
・
七
万
元
と
、
め
ざ

ま
し
い
経
済
発
展
を
と
げ
つ
つ
あ
る
地
域

で
あ
る
。

　

太
湖
流
域
で
は
、
急
速
な
経
済
社
会
発

展
に
と
も
な
い
、
工
業
廃
水
、
生
活
排
水
、

お
よ
び
農
地
起
源
の
排
水
に
よ
る
水
質
悪

化
が
進
行
し
て
い
る
。
全
国
で
流
域
規
模

の
水
汚
染
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
太

湖
流
域
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
環
境
政
策

の
重
点
水
域
で
あ
る「
三
河
三
湖
」（
淮
河
、

海
河
、
遼
河
、
太
湖
、
巣
湖
、
滇
池
）
の

ひ
と
つ
に
指
定
さ
れ
、
工
業
廃
水
対
策
、

生
活
排
水
対
策
、
農
業
面
源
汚
染
対
策
な

ど
を
含
め
た
五
カ
年
計
画
が
実
施
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
水
質
改
善
の
効
果
は
あ
ま

り
あ
が
っ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
二
〇

〇
七
年
に
ア
オ
コ
が
大
発
生
し
た
際
に
、

無
錫
市
で
飲
用
水
の
供
給
が
一
時
停
止
し

た
こ
と
は
、
太
湖
の
水
汚
染
問
題
の
深
刻

さ
を
改
め
て
国
内
外
に
知
ら
し
め
た
。
こ

の
二
〇
〇
七
年
の
水
危
機
を
契
機
に
、国
、

江
蘇
省
、
無
錫
市
等
の
各
級
政
府
に
お
い

て
同
流
域
の
水
環
境
政
策
が
急
展
開
し
て

お
り
、
な
か
で
も
同
流
域
面
積
の
大
半
を

抱
え
る
江
蘇
省
で
は
、
深
刻
化
す
る
環
境

汚
染
問
題
へ
の
危
機
感
や
省
内
外
か
ら
の

圧
力
を
受
け
、
環
境
政
策
に
関
す
る
規
制

強
化
に
加
え
て
、
様
々
な
政
策
改
革
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
太
湖
流
域
の

水
環
境
問
題
は
す
で
に
自
然
環
境
や
地
域

社
会
に
対
す
る
多
大
な
負
の
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
い
か
に
流
域
の
環
境
再
生
を

は
か
っ
て
い
く
か
、
そ
の
た
め
の
制
度
構

築
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
と
い
う

「
流
域
環
境
再
生
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
焦

点
と
な
っ
て
い
る
。

●
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
現
地
主
催

者
と
な
っ
た
南
京
大
学
環
境
学
院
環
境
管

理
・
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
（
院
長
・
畢
軍

教
授
）
は
、
江
蘇
省
環
境
保
護
庁
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
国
際
的
に
先
進
的
か

つ
革
新
的
な
環
境
政
策
手
段
に
つ
い
て
注

目
す
べ
き
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
い
く
つ
も

手
が
け
て
い
る
。
近
年
で
は
、
企
業
環
境

情
報
公
開
制
度
、
環
境
情
報
円
卓
対
話
制

度
や
太
湖
流
域
に
お
け
る
C
O
D
排
出
権

取
引
制
度
の
試
行
的
研
究
を
手
が
け
、
そ

の
う
ち
江
蘇
省
に
お
け
る
企
業
環
境
情
報

公
開
制
度
の
試
行
は
全
国
の
モ
デ
ル
と

な
っ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
を
含
め
て
、

太
湖
流
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
日
・
米
・

中
に
お
け
る
中
国
の
環
境
政
策
研
究
に
取

り
組
む
三
カ
国
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
水

環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
国
際
共
同
研

究
を
模
索
し
始
め
た
の
は
二
〇
〇
六
年
か

ら
で
あ
り
、
三
年
以
上
の
準
備
期
間
を
経

て
、
今
回
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
に
漕
ぎ
着
け
た
。
そ
の
間
に
二
〇
〇
七

年
の
水
危
機
が
発
生
し
、
政
策
が
急
展
開

し
た
こ
と
は
図
ら
ず
と
も
タ
イ
ム
リ
ー
な

開
催
と
な
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
初
日
、
二
日
目
と

も
に
、
四
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
な
り
、

中
国
太
湖
流
域
に
お
け
る
水
環
境
問
題
と

そ
れ
へ
の
政
策
的
対
応
の
現
状
と
課
題
に

加
え
て
、
日
米
各
国
に
お
け
る
湖
沼
流
域

管
理
の
経
験
や
、
中
国
を
含
め
た
各
国
で

環
境
問
題
に
取
り
組
む
N
G
O
の
活
動
状

況
に
関
し
て
計
二
一
本
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。
最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
三
カ
国
の

研
究
グ
ル
ー
プ
代
表
を
中
心
に
、
太
湖
流

域
の
水
環
境
問
題
解
決
に
向
け
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
の
ア
イ
デ
ア
や
問
題
点
な
ど

に
つ
い
て
参
加
者
と
と
も
に
意
見
交
換
を

行
い
、
一
定
の
共
通
認
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
こ
で
は
、紙
幅
の
関
係
か
ら
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
報
告
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
主
に
今

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
提
起
さ

れ
た
い
く
つ
か
の
論
点
に
つ
い
て
、
太
湖

流
域
に
関
す
る
中
国
側
の
四
つ
の
報
告
を

中
心
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

● 

太
湖
の
水
環
境
問
題
と
流
域
の
環

境
再
生

　

初
日
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
太
湖
の

水
環
境
状
況
と
流
域
の
環
境
保
全
・
再
生

政
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
江
蘇
省

環
境
保
護
庁
太
湖
処
の
蒋
巍
処
長
と
無
錫

市
太
湖
水
汚
染
防
治
弁
公
室
の
顧
崗
室
長

が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。

　

蒋
処
長
は
、
太
湖
の
水
質
は
一
九
八
〇

年
代
初
期
か
ら
九
〇
年
代
初
期
ま
で
概
ね

飲
用
水
源
に
適
し
た
水
準
で
あ
っ
た
の

が
、
九
〇
年
代
か
ら
ア
オ
コ
が
頻
繁
に
発

生
す
る
よ
う
に
な
り
、
九
〇
年
代
中
期
以

降
は
か
ろ
う
じ
て
農
業
用
水
に
適
す
る
Ⅴ

類
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
下
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。そ
れ
に
対
し
て
、

国
と
省
に
よ
る
「
高
度
重
視
」
の
も
と
、

太
湖
を
中
国
に
お
け
る
人
口
高
密
度
地
域

の
湖
沼
保
護
・
対
策
の
モ
デ
ル
と
す
る
意

気
込
み
を
示
す
と
と
も
に
、
ア
オ
コ
発
生

対
策
を
中
心
と
し
た
応
急
対
策
、
工
業
廃

水
、
都
市
・
農
村
生
活
排
水
、
農
業
面
源

へ
の
汚
染
源
別
対
策
、
長
江
か
ら
の
導
水

や
河
床
・
湖
底
の
浚
渫
、
そ
し
て
生
態
系

修
復
と
い
う
多
岐
に
わ
た
る
施
策
と
、
国

―
省
・
市
・
県
―
主
要
河
川
に
至
る
ま
で

の
計
画
策
定
や
省
・
市
・
県
レ
ベ
ル
で
の

中国太湖流域の環境再生をめぐって －南京国際ワークショップ報告－
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太
湖
水
汚
染
対
策
の
た
め
の
部
門
横
断
的

な
調
整
機
構
、
国
内
の
流
域
水
汚
染
対
策

で
は
最
も
厳
し
い
と
さ
れ
る
省
条
例
な
ど

の
最
近
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
を

行
っ
た
。

　

顧
室
長
は
、
無
錫
市
に
お
け
る
よ
り
具

体
的
な
取
り
組
み
と
直
面
す
る
課
題
に
つ

い
て
報
告
を
行
っ
た
。
特
に
、
市
に
属
す

る
内
湖
で
あ
る
蠡
湖
（
れ
い
こ
、
別
名
・

五
里
湖
、
水
面
七
・
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
に
お
い
て
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
市
の

党
・
政
府
の
主
導
に
よ
り
行
わ
れ
た
水
質

浄
化
事
業
の
過
程
を
詳
細
に
報
告
し
た
。

そ
こ
で
は
、
生
け
簀
養
殖
の
撤
去
、
底
泥

の
浚
渫
、
汚
水
管
の
設
置
、
動
力
湖
水
交

換
、
湖
水
域
や
湖
岸
帯
の
植
生
回
復
事
業

な
ど
を
行
う
こ
と
で
水
質
浄
化
が
実
現
し

た
こ
と
、
そ
の
環
境
再
生
に
よ
っ
て
内
湖

周
辺
の
土
地
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と

で
、
土
地
の
収
益
が
向
上
し
、
事
業
費
の

返
済
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど

が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
培
っ
た

各
種
の
浄
化
技
術
・
手
法
に
つ
い
て
は
、

第
一
一
次
五
カ
年
計
画
期
の
太
湖
に
お
け

る
水
質
浄
化
事
業
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る

と
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
直
面
す
る
課

題
と
し
て
、
太
湖
の
環
境
再
生
を
め
ぐ
っ

て
強
力
な
組
織
体
制
、
資
金
保
障
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
政
策
の
基
礎
と
な
る
包
括
的
な
科

学
的
研
究
な
ど
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

　

無
錫
市
は
太
湖
に
面
し
て
お
り
、
ま
た

太
湖
を
水
源
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の

良
好
な
環
境
を
い
か
に
保
全
し
て
い
く

か
、
ま
た
汚
染
・
破
壊
さ
れ
た
環
境
を
い

か
に
再
生
し
て
い
く
か
は
市
の
環
境
政
策

分
野
だ
け
で
は
な
く
、
市
の
社
会
経
済
発

展
計
画
を
考
え
て
い
く
上
で
き
わ
め
て
重

要
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

報
告
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
二
〇
〇
七
年
の
水
危
機
以
降
、
市
党
・

政
府
は
、
省
条
例
で
規
定
さ
れ
た
「
太
湖

保
護
区
」
と
い
う
太
湖
流
域
の
保
全
・
再

生
を
軸
に
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
都

市
・
産
業
発
展
計
画
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

今
後
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る

の
か
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
報
告
を
受
け
た
質
疑
応
答

の
な
か
で
は
、
い
ず
れ
も
対
策
の
列
挙
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、そ
の
優
先
順
位
付
け
、

す
な
わ
ち
問
題
解
決
に
向
け
た
道
筋
、
戦

略
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
声

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
時
間
の
関
係

で
十
分
に
議
論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
重
要
な
問
題
提
起
と
し
て
今
後
検
討

が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
C
O
D
排
出
権
取
引
制
度
の
試
行

　

初
日
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
企
業
の
水
環

境
保
護
に
対
す
る
新
た
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
は
、
南
京
大
学
環
境

学
院
の
張
炳
博
士
か
ら
、
江
蘇
省
太
湖
流

域
に
お
け
る
C
O
D
排
出
権
取
引
制
度
の

試
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

排
出
権
（
排
出
量
）
取
引
と
い
え
ば
、

日
本
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
温

室
効
果
ガ
ス
を
対
象
に
し
た
議
論
が
ま
ず

想
起
さ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
二
酸
化

硫
黄
や
水
質
汚
濁
物
質
（
指
標
）
の
市
場

ま
た
は
相
対
で
の
取
引
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
中
国
で
は
近
年
、
ア
メ
リ
カ
の
経
験

を
参
照
し
な
が
ら
、
二
酸
化
硫
黄
や

C
O
D
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
の
総
量

規
制
に
対
応
す
る
た
め
の
排
出
権
取
引
制

度
の
試
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
八

年
一
一
月
に
は
南
京
大
学
に
て
排
出
権
取

引
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

江
蘇
省
で
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
主
要

水
汚
染
物
質
指
標
で
あ
る
C
O
D
の
排
出

権
有
償
使
用
・
取
引
に
関
す
る
研
究
に
着

手
し
、
二
〇
〇
七
年
の
水
危
機
以
降
、
制

度
形
成
が
加
速
さ
れ
た
。二
〇
〇
八
年
に
、

江
蘇
省
太
湖
流
域
に
お
け
る
主
要
産
業

（
化
学
、
染
色
、
製
紙
、
化
学
肥
料
、
酒

造
業
）
と
下
水
処
理
場
の
排
水
に
含
ま
れ

る
C
O
D
の
初
期
配
分
の
具
体
的
な
方
法

が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、
初

期
配
分
を
排
出
許
可
証
の
許
認
可
時
に
行

い
、
そ
の
際
に
排
出
割
当
量
を
企
業
に
購

入
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

購
入
価
格
は
、
地
域
、
産
業
別
の
排
出
負

荷
の
差
か
ら
算
出
さ
れ
た
値
の
平
均
値
で

あ
る
一
ト
ン
当
た
り
四
五
〇
〇
元
と
さ
れ

た
。
ま
た
、
既
設
工
場
や
排
出
量
の
小
さ

い
工
場
に
対
す
る
価
格
優
遇
措
置
も
設
け

ら
れ
た
。
張
博
士
の
報
告
に
よ
る
と
、
南

京
、
無
錫
、
常
州
、
蘇
州
に
お
い
て

C
O
D
排
出
指
標
の
購
入
手
続
が
行
わ
れ

て
お
り
、
二
〇
〇
九
年
末
の
時
点
で
排
出

権
取
引
制
度
の
対
象
と
な
る
一
二
二
一
企

業
の
う
ち
、
八
四
五
企
業
が
申
請
、
四
八

八
企
業
に
つ
い
て
審
査
が
完
了
し
て
い

る
。
先
進
国
に
お
い
て
排
出
権
取
引
制
度

の
争
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
初
期
配
分
の
方

法
が
し
ば
し
ば
取
り
ざ
た
さ
れ
る
が
、
江

蘇
省
太
湖
流
域
で
試
行
さ
れ
て
い
る
初
期

配
分
の
有
償
割
当
（
強
制
購
入
）
に
つ
い

て
は
想
定
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
方

法
は
、
総
量
規
制
の
費
用
効
率
的
な
実
現

と
い
う
所
期
の
目
的
に
沿
う
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
、
今
後
、
注
視
し
て
い
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
円
卓
会
議
の
実
験

　

初
日
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
水
汚

染
問
題
解
決
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

参
加
」
を
め
ぐ
っ
て
報
告
と
討
論
が
行
わ

れ
、
南
京
大
学
環
境
学
院
の
葛
俊
杰
講
師

か
ら
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
と
の
共
同
研

究
お
よ
び
国
家
水
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

太湖におけるアオコの除去作業（江蘇省無錫市）
（2009年8月14日筆者撮影）

トレンド・リポート
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成
果
を
も
と
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
円
卓
会

議
の
実
施
状
況
と
環
境
情
報
公
開
に
関
す

る
市
民
意
識
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
円
卓
会
議
は
二
〇
〇
五

年
か
ら
、
世
界
銀
行
と
国
家
環
境
保
護
総

局
が
、
南
京
大
学
環
境
学
院
環
境
管
理
・

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
行
っ
た

「
環
境
情
報
円
卓
対
話
制
度
」
の
試
行
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
端
を
発
す
る
。
二
〇
〇
七

年
ま
で
の
間
に
省
内
三
地
域
で
延
べ
八
回

行
わ
れ
、
そ
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
江
蘇

省
環
境
保
護
庁
は
、
二
〇
〇
八
年
に
、「
環

境
情
報
円
卓
対
話
会
議
制
度
業
務
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
試
行
）
を
省
直
轄
の
各
市
環

境
保
護
局
に
対
し
て
発
布
し
た
。
こ
の
経

験
を
太
湖
流
域
の
水
環
境
政
策
に
お
け
る

公
衆
参
加
の
制
度
構
築
に
生
か
す
べ
く
、

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
と
南
京
大
学
環
境
学

院
環
境
管
理
・
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

二
〇
〇
八
年
度
か
ら
宜
興
市
に
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
円
卓
会
議
の
実
験
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
四
回
（
う
ち
二
回
目
は
一
回
目
の
レ

ビ
ュ
ー
）
の
会
合
を
開
催
し
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
円
卓
会
議
は
、
中
国
の
環
境
政
策

に
お
い
て
公
衆
の
利
益
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
公
衆
参
加
は
末
端
部

分
で
の
参
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う

問
題
意
識
の
も
と
、
政
府
、
企
業
、
住
民

ら
が
平
等
で
対
等
の
立
場
で
対
話
を
行
う

制
度
形
成
を
目
指
し
て
試
行
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
三
回
の
会
議
に
お
い
て

議
長
を
自
ら
務
め
た
葛
講
師
は
、
二
〇
〇

九
年
度
に
宜
興
市
で
開
催
し
た
二
回
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
円
卓
会
議
の
経
過
と
特
徴
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、

住
民
と
政
府
や
企
業
と
の
対
話
を
い
か
に

活
性
化
さ
せ
る
か
が
焦
点
と
な
り
、
住
民

代
表
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
も
と
に
し
た

事
前
調
査
・
調
整
の
重
要
性
や
地
元
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
の
有
効
性
な
ど
を
強

調
す
る
と
と
も
に
、
住
民
参
加
に
対
す
る

地
元
政
府
の
消
極
的
な
態
度
が
依
然
障
害

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
円
卓
会
議
の
社
会
実
験
は
よ

う
や
く
、
み
な
が
「
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ

い
た
」
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
い
か

に
対
話
と
協
働
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

か
が
課
題
で
あ
る
。

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
向
け
て

　

以
上
の
四
つ
の
報
告
の
ほ
か
、
日
米
各

国
に
お
け
る
湖
沼
管
理
の
経
験
と
関
連
す

る
N
G
O
の
活
動
に
関
す
る
報
告
も
行
わ

れ
た
。
日
本
か
ら
は
、
太
湖
と
同
様
に
水

深
が
浅
く
富
栄
養
化
対
策
の
重
点
と
な
っ

て
い
る
霞
ヶ
浦
の
経
験
と
課
題
（
国
立
環

境
研
究
所
・
水
落
元
之
主
任
研
究
員
）、「
ア

オ
コ
が
消
え
た
湖
」
と
し
て
住
民
と
行
政

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
富
栄
養

化
対
策
が
「
成
功
」
を
収
め
た
と
さ
れ
て

い
る
諏
訪
湖
の
環
境
再
生
の
取
り
組
み
の

プ
ロ
セ
ス
（
信
州
大
学
・
沖
野
外
輝
夫
名

誉
教
授
）、
日
本
と
世
界
各
地
の
環
境
情

報
を
「
つ
な
ぐ
」
た
め
の
ジ
ャ
パ
ン
・

フ
ォ
ー
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
日
本
に

お
け
る
取
り
組
み
と
ア
ジ
ア
大
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
に
向
け
た
構
想（
同
事
務
局
・

坂
本
典
子
氏
）
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
、
五
大
湖

の
水
汚
染
対
策
を
め
ぐ
る「
科
学
と
政
策
」

の
連
携
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
協
働
の

重
要
性
と
問
題
点
（D

r. D
avid D

ilks, 
Lim
noTech/M

r. Andy Buchsbaum
, 

N
ational W

ildlife Federation/M
r. Cy 

Jones, W
orld Resources Institute

）、

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
グ
リ
ー
ン
化
に
お
け
る
N
G
O
の
役

割
（M

r. M
att Turner, The Future 

500/M
s. Laura Ediger, Business for 

Social Responsibility

）
な
ど
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
日
米
の
経
験
や
活

動
紹
介
を
め
ぐ
っ
て
は
、
湖
沼
管
理
の
費

用
負
担
、
N
G
O
を
と
り
ま
く
社
会
経
済

的
状
況
、
科
学
と
政
策
を
つ
な
ぐ
「
ト
ラ

ン
ス
レ
ー
タ
ー
」
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
中
国
の
環
境
N
G
O
か
ら
八
つ

の
報
告
（
公
衆
と
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・

馬
軍
、
王
晶
晶
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
エ
ン
バ

イ
ロ
メ
ン
ト
・
温
波
、
緑
満
江
淮
・
周
翔
、

上
海
グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス
・
李
冰
、グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
中
国
・
武
毅
秀
、グ
リ
ー
ン
キ
ャ

メ
ル
ベ
ル
・
冉
麗
萍
、
江
蘇
緑
色
の
友
・

王
君
智
、
の
各
氏
）
が
行
わ
れ
、
各
団
体

の
活
動
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
N
G
O
の

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。
現
在
、
太
湖
流
域
の
水
環
境
問
題
を

対
象
と
し
て
活
動
し
て
い
る
N
G
O
は
不

在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
参
加
し
た

N
G
O
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
総
括
に
代
え
て
、
今

後
の
太
湖
流
域
の
環
境
保
全
・
再
生
に
向

け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
あ
り
方
を
め

ぐ
っ
て
、
参
加
者
の
間
で
自
由
討
論
を
行

い
、
今
後
と
も
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
努
力
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
詳
細
報
告

に
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w
.w
ilsoncenter.org
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Forum

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
わ

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
お
お
つ
か　

け
ん
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
環
境
・
資
源
研
究
グ
ル
ー
プ
主
任
研
究
員
）

国際ワークショップにて質問に答える中国NGO代表
（2010年1月15日南京大学米中文化研究センターにて筆者撮影）

中国太湖流域の環境再生をめぐって －南京国際ワークショップ報告－




